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	マッサージは、スポーツ選手に対するコンディショニングサポートの処置内容の中で、ストレッチと並んで多く活用されている。日本のマッサージは、スポーツ選手のスポーツ障害の予防やケアに深く関わり、必要不可欠な存在となっている。運動後のマッサージは、スポーツ選手の運動後の疲労回復などに有効であることが示されている。一方で、運動前にマッサージを行うことにより、短距離走ではスプリント能力に影響を与えないことや等速性運動のパフォーマンスを低下させることが報告されている。つまり、運動前のマッサージは、筋系の体力を構成する瞬発力には負の影響を与えるようであるが、筋調整力、いわるゆるバランス能力についての影響は、これまで明らかにされていない。そこで本研究では、あん摩施術が動的バランス能力に与える影響について検討することを目的とする。
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